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研究タイト

衛星
氏名：  

職名： 教

所属学会

キーワード

技術相談 

提供可能技

研究内容： 

 本研究

 土地利

 過去か
 地形の

     72.3

     分解

     

提供可能な設備

トル： 

星画像
宮田千加良 

教授 

・協会： 電

ド： リモ

技術： 

・衛

・ 

・ 

 

 

究では、高

利用区分や

からのデー
の変化、土

3×70 Ｋｍ

解能 10 ｍ 

    

備・機器： 

像を用い
／MIYATA 

電子情報通信

モートセンシン

衛星画像（AL

高度 690

や植生の

ータが蓄
土地利用

ｍ         

    

     

 

いた研究
Chikara 

学会 

ング、衛星画

LOS）等の可視

0Km にあ

のマッピ

蓄積され
用区分の

     部分

   パン

  分解

名称

究 
E-mail： 

学位： 

画像、GCP ポ

視画像を用い

ある衛星 A

ピング、災

れているの
変化等を

分拡大   

ンシャ－プ

解能 2.5 ｍ

称・型番（メー

 

 

 

 

 

所属：  

miyata@ka

博士(工学

ポイント、植生

いたリモートセ

ALOS の可

災害状況

ので、現
を検出す

    

ン処理  

ｍ 

ーカー） 

agoshima-ct.

学) 

、NDVI、パン

センシング 

可視画像

況の把握

現在と比
すること

  ３方

  ずれ

.ac.jp 

ンシャープン処

像を用い

等が行え

較するこ
ができる

向視画像を

量から高さ

処理 

いる。  

える。 

ことで、
る。 

を重ね合せ

さを算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
  

 

提

レー

加振

FF

 

 

研究タイト

振動特
氏名：  

職名： 教

所属学会

キーワード

技術相談 

提供可能技

研究内容： 

        

       
   

提供可能な設備

ーザードップラー

振器 

T 装置 

測定対

行うこ

トル： 

特性に
宮田千加良

教授 

・協会： 電

ド： 振

技術： 

・加

・ 

・ 

 

振動特性に

          

備・機器： 

ー振動計 

対象を加振

ことで、対

に関する
 ／MIYATA 

電子情報通信

振動解析、FFT

加振装置と F

に関する研究

          
 

 

振装置で振動

対象物がどの

る研究
Chikara  

学会 

T、ボード線図

FFT 装置で振

究 

       
      

測
位

名称

動させ、各

のように振

E-mail： 

学位： 

図、スペクトル

振動特性を測

測定結果から各
位状態を算出

称・型番（メー

 

 

 

 

 

各箇所の振幅

振動している

所属：  

miyata@ka

博士(工学

ル解析、加振

定し、スペク

各測定点の変

ーカー） 

幅を変位計

るのかを解

agoshima-ct.

学) 

、共振周波数

トル解析や振

計等で測定

解析すること

 

.ac.jp 

数 

振動解析を行

し、ＦＦＴ

とができる

行うことができ

 

Ｔ解析を

る 

 

 

 

 

 

 

 

 
きる 




